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限 50 分で 1 日 6 時限、週 30 時限の授業を行っている。 
そこで、まず必修科目（総合的な学習を含む）とHR活
動の単位数を、帯状のカリキュラム表に書き込む。する



















































































⑦ 総合評価（全体を通して）（①～⑥を通して 30 点満
点） 



































































































の方法と上記の目標を学生に説明した。その後、 2 回、 
ディベートを実際に行った。 
平成 28 年度の 3年生は、12 人であった。そのため、 













② ゲーム ー議論の体験ー 
肯定側立論（ 2 分）・否定側質疑（ 2分） 
否定側立論（ 2分）・肯定側質疑（ 2分） 
準備時間 （ 5 分） 
否定側反論（ 2分）・肯定側反論（ 2分） 
検討時間 （ 2 分）・講評、判定（ 2 分） 











































いる。週に 2 回 3 回と訪問する積極的な学生もいる。 









学生1人が 30 分の模擬授業を 2回行い、自己評価を
含め、他の学生及び担当教員の評価を受ける形態である。 


























































































































































































































































ために必要な基礎的な力」を 3 つの能力（12 の能力要素） 
から成る 『社会人基礎力』 と定義づけている」と掲げら
れている。 
3 つの能力と 12 の能力要素とは何か、以下に記す。 
① 前に踏み出す力（アクション）～一歩前に踏み出
し、失敗しても粘り強く取り組む力～ 
ア 主体性、 イ 働きかけ力、 ウ 実行力 
② 考え抜く力（シンキング）～疑問を持ち、考え抜
くカ～ 
ア 課題発見力、 イ 計画力、 ウ 創造力 
③ チームで働くカ（チームワーク）～多様な人々と
ともに、目標に向けて協力する力～ 
ア 発信力、 イ 傾聴カ、 ウ 柔軟性





の形状が自分と同じような仲間を探す。平成 28 年度の 4 





















































































































Vol.25, 2 0 1 7186
ここで、皆様に深く感謝申し上げます。 
最後にお詫びであるが、紀要に寄稿することになった
のが、後期の授業も終りの時期であった。予め、寄稿す
る予定であれば、様々な場面の画像を記録しておき、掲
載すれば視覚的に有効であった。文字ばかりの単調なも
のになってしまったことを、お許し願いたい。 
参考文献 
1） 溝 E慎一、『アクティブラーニングと教授学習パラ
ダイムの転換』、東信堂、2014年 
2） 松下佳代、『ディープ・アクティブラーニング』、 
到草書房、2015年 
:3 ） 小林昭文、『アクティブラーニング入門』、産業能
率大学出版部、2015 年 
4） 川喜田二郎、『発想法一創造性開発のために』、中
央公論新社、1967年 
5） 西部直樹、『はじめてのディベートー聴く・話す・
考えるカを身につける』、あさ出版、2009 年 
静岡理工科大学紀要 187
